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大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
二
月
に
、
本
学
初
代
学
長

の
横
井
時
敬
が
読
ん
だ
、
一
通
の
弔
辞
が
遺
さ
れ
て

い
る 

。
そ
の
一
節
で
、
横
井
は
、
「
顧
み
れ
ば
余
の

同
窓
の
雙
玉
と
し
て
世
に
誇
る
を
得
た
り
し
も
の
に

君
と
酒
勾
博
士
と
あ
り
。
共
に
俗
界
に
身
を
処
せ
り

と
雖
も
今
の
世
に
珍
し
き
清
廉
高
潔
の
士
な
り
き
。

而
し
て
時
と
場
合
と
は
相
異
な
り
た
れ
ど
孰
れ
も
不

幸
自
裁
し
て
非
命
に
逝
き
ぬ
」
と
述
べ
た
。
「
酒
勾
」

と
は
、
明
治
三
〇
年
代
に
、
農
政
課
長
・
農
務
局
長
と

し
て
名
を
は
せ
た
、
明
治
農
政
の
立
役
者
・
酒
勾
常

明
（
農
学
博
士
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
君
」
と
は
、

弔
辞
の
当
時
、
農
商
務
省
所
管
の
官
営
製
鉄
所
（
八

幡
製
鉄
所
）
長
官
で
あ
っ
た
押
川
則
吉
を
指
す
。
横

井
の
駒
場
農
学
校
の
同
級
生
の
う
ち
、
双
璧
と
も
言

え
る
の
が
酒
勾
と
押
川
で
、
と
も
に
俗
界
（
学
問
の

世
界
と
は
別
の
官
界
・
民
間
）
で
身
を
立
て
、
清
廉
高

潔
な
人
物
だ
っ
た
が
、
不
幸
に
も
二
人
と
も
自
殺
し

て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
酒
勾
は
、
財
界
の

大
御
所
渋
沢
栄
一
の
請
い
に
よ
り
、
農
務
局
長
を
辞

し
、
大
日
本
製
糖
社
長
に
就
任
し
た
が
、
部
下
の
起

こ
し
た
贈
収
賄
事
件
の
責
任
を
と
っ
て
ピ
ス
ト
ル
自

殺
し
た
（
日
糖
疑
獄
事
件
）
。
他
方
、
押
川
も
、
官
営

製
鉄
所
に
お
け
る
贈
収
賄
事
件
の
責
任
を
と
っ
て
自

殺
し
た
の
で
あ
る
（
一
説
に
は
持
病
の
糖
尿
病
亢
進

東京農業大学 図書館 

 大学史資料室通信 

 

2018.6.1 

  

第 13 号 
  

東
京
農
業
大
学
の
人
々
（
八
） 

―
農
商
務
次
官
と
な
っ
た
押
川
則
吉
― 

『牧畜全書』 上下巻(＊)  押川則吉が訳を行った 



2 

 

の
た
め
と
い
う
）
。 

 
さ
て
、
農
大
史
上
、
名
図
書
館
長
と
し
て
知
ら
れ

る
大
野
史
朗
が
編
纂
の
任
に
あ
た
っ
た
、
最
初
の
本

格
的
な
大
学
史
で
あ
る
『
東
京
農
業
大
学
五
十
年
史
』

（
一
九
四
〇
年
）
に
は
、
「
明
治
二
八
年
四
月
、
初
め

て
、
評
議
員
の
制
を
設
け
、
横
井
時
敬
、
沢
野
淳
、
押

川
則
吉
、
豊
永
真
里
、
渡
瀬
寅
次
郎
、
長
岡
宗
好
の
六

氏
は
、
本
校
評
議
員
を
委
嘱
せ
ら
れ
、
重
要
校
務
を

審
議
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
六
人
の
う
ち
、
横

井
は
別
と
し
て
、
沢
野
、
渡
瀬
、
長
岡
に
つ
い
て
は
、

本
連
載
に
お
い
て
す
で
に
紹
介
し
た
（
順
に
本
紙
第

八
・
三
・
七
号
）
。
こ
の
評
議
員
会
は
、
私
立
東
京
農

学
校
が
、
育
英
会
か
ら
榎
本
武
揚
に
譲
渡
さ
れ
た
の

ち
、
大
日
本
農
会
に
経
営
移
管
さ
れ
る
ま
で
の
苦
難

の
揺
籃
期
に
、
学
校
経
営
の
維
持
・
改
善
を
企
図
し

て
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
組
織
で
あ
る
。 

 

評
議
員
の
一
人
で
あ
る
押
川
則
吉
は
、
文
久
二
年

（
一
八
六
三
）
一
二
月
二
九
日
、
薩
摩
藩
士
押
川
乙

五
郎
の
長
男
と
し
て
鹿
児
島
の
高
見
馬
場
に
生
ま
れ

た
。
旧
名
を
千
代
太
郎
と
い
う
。
明
治
九
年
（
一
八
七

六
）
県
か
ら
選
抜
さ
れ
て
、
翌
一
〇
年
農
事
修
学
場

（
の
ち
の
駒
場
農
学
校
）
予
科
に
入
学
、
農
学
科
に

進
学
し
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
六
月
、
二
期
生

と
し
て
横
井
時
敬
と
と
も
に
駒
場
農
学
校
農
学
科
を

卒
業
し
た
。
さ
ら
に
同
年
、
新
た
に
で
き
た
同
校
農

芸
化
学
科
に
改
め
て
入
学
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八

三
）
同
科
を
卒
業
後
は
農
商
務
省
農
務
局
御
用
掛
と

な
っ
た
。 

 

こ
の
時
期
、
押
川
は
わ
が
国
初
の
農
学
系
学
術
研

究
団
体
で
あ
る
農
学
会
の
誕
生
に
大
き
く
係
わ
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
駒
場
農
学
校
農
芸
化
学
科
が
誕

生
し
た
当
時
、
在
校
生
に
よ
っ
て
研
農
会
と
い
う
一

種
の
研
究
会
が
組
織
さ
れ
、
機
関
誌
と
し
て
『
研
農

会
誌
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
押
川
は
こ
の
研
農
会
の
初

代
幹
事
で
あ
り
、
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
明
治

一
八
年
（
一
八
八
五
）
七
月
、
新
潟
県
に
転
任
、
同
県

属
・
農
商
課
長
に
就
任
し
た
た
め
、
研
農
会
も
自
然

消
滅
の
よ
う
な
形
と
な
っ
た
。
こ
の
研
農
会
こ
そ
、

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
創
設
さ
れ
た
農
学
会

（
の
ち
財
団
法
人
農
学
会
、
ま
た
農
学
会
か
ら
は
多

く
の
学
術
団
体
［
学
会
等
］
が
派
生
）
の
母
体
な
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
研
農
会
が
一
時
の
中
断
を
経
て
、

改
め
て
創
設
さ
れ
た
の
が
農
学
会
で
あ
っ
た
。 

 

押
川
は
、
間
も
な
く
新
潟
県
か
ら
農
商
務
省
に
戻

り
、
商
務
局
一
等
属
・
商
事
課
長
と
な
っ
た
。
明
治
二

一
年
（
一
八
八
八
）
に
は
仏
国
巴
里
府
万
国
博
覧
会

事
務
官
補
を
命
ぜ
ら
れ
渡
仏
、
そ
の
序
を
も
っ
て
農

事
経
済
取
調
の
た
め
二
年
間
欧
州
滞
在
を
命
ぜ
ら
れ

た
。
こ
の
間
、
農
務
局
一
等
属
と
な
り
、
帰
国
後
は
同

技
師
、
ま
た
農
務
局
の
筆
頭
課
で
あ
る
第
一
課
長
、

農
事
課
長
を
歴
任
し
た
。 

 

や
が
て
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
に
始
ま
っ
た

日
清
戦
争
の
結
果
、
日
本
は
台
湾
を
領
有
す
る
こ
と

と
な
り
、
翌
二
八
年
に
台
湾
総
督
府
が
設
置
さ
れ
る

『農大十五周年写真帳』(＊)より 



3 

 

と
、
押
川
は
同
府
の
民
政
局
殖
産
部
事
務
官
・
農
商

課
長
に
就
任
、
翌
年
に
は
橋
口
文
蔵
（
元
札
幌
農
学

校
長
）
の
後
を
継
い
で
殖
産
部
長
に
就
任
し
た
。
殖

産
部
は
明
治
三
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
廃
止
と
な
っ

た
た
め
、
そ
の
在
任
期
間
は
短
か
っ
た
が
、
在
職
中

は
甘
蔗
栽
培
や
製
糖
の
改
良
、
樟
脳
や
烏
龍
茶
生
産

の
振
興
な
ど
に
努
め
た
。
そ
の
後
、
山
形
県
知
事
に

就
任
、
さ
ら
に
大
分
・
長
野
・
岩
手
・
熊
本
の
各
県
知

事
を
歴
任
し
た
。 

 

明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
農
商
務
次
官
に
就
任

し
た
。
次
官
の
時
に
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

た
の
が
、
足
尾
鉱
毒
事
件
と
並
び
、
日
本
の
公
害
事

件
の
原
点
と
さ
れ
る
別
子
銅
山
煙
害
事
件
で
あ
っ

た
。
押
川
は
こ
の
事
件
の
解
決
に
尽
力
し
、
完
全
に

解
決
さ
れ
る
の
は
さ
ら
に
後
年
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
〇
月
に
は
、
愛
媛

県
越
智
・
周
桑
・
新
居
・
宇
摩
四
郡
被
害
農
民
二
三
万

余
人
代
表
者
よ
り
「
感
謝
状
」
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
押
川
次
官
の
と
き
、
横
井
時
敬
は
政
府
の

鉱
毒
調
査
会
委
員
を
務
め
た
。 

 

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
内
務
次
官
に
転
任
、
こ
の

間
、
貴
族
院
勅
選
議
員
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
三
年

（
一
九
一
四
）
に
製
鉄
所
長
官
（
親
任
待
遇
、
従
三
位

勲
二
等
）
に
就
任
し
た
が
、
同
七
年
（
一
九
一
八
）
二

月
一
八
日
、
前
述
の
よ
う
に
自
ら
命
を
絶
つ
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
葬
儀

は
青
山
斎
場
に
お
い
て
行
わ
れ
、
こ
の
時
、
横
井
時

敬
が
読
み
上
げ
た
弔
辞
は
、
「
実
に
押
川
氏
の
全
人

格
生
涯
の
事
を
遺
憾
な
く
表
現
」
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。 

食
料
環
境
経
済
学
科 

教
授 

 

友
田 

清
彦 

 

横井時敬学長による弔辞 『大日本農会報』(＊)441 号 76-77 頁 
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『
麦
叢
録
附
図
』

榎
本
軍
と
し
て
箱
館
戦
争
を
戦
っ
た
、
小
杉
雅
之

進
が
、
戦
後
投
獄
中
に
箱
館
戦
中
記
録
と
し
て
書
い

た
『
麦
叢
録
』
。
こ
の
附
図
と
み
ら
れ
る
二
巻
二
十

枚
の
絵
が
有
り
、
内
容
に
沿
っ
た
図
に
な
っ
て
い

る
。
当
時
、
ス
ケ
ッ
チ
技
術
は
機
関
士
の
必
須
技
術

だ
っ
た
と
言
わ
れ
小
杉
雅
之
進
の
手
に
よ
る
も
の

と
み
ら
れ
て
い
る
。
小
杉
家
代
々
の
宝
で
あ
っ
た

が
、
本
学
百
周
年
の
時
に
曾
孫
の
小
杉
伸
一
氏
よ
り

寄
贈
さ
れ
た
。
「
実
学
の
杜
」
に
縮
小
複
製
を
展
示

し
て
い
る
が
、
こ
の
度
、
品
川
区
立
品
川
歴
史
館
で

実
物
の
展
示
を
し
て
下
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
展
示

明
治
維
新
❘
そ
の
と
き
品
川
は
❘

会
期

平
成
三
十
年
十
月
七
日
～
十
二
月
二
日

当
資
料
室
で
は
東
京
農
業
大
学
史
に
関
す
る
資
料
を
ひ
ろ

く
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
農
業
大
学
史
関
係
資
料
や
、

各
種
情
報
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も 

結
構
で
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 

東
京
農
業
大
学

図
書
館

大
学
史
資
料
室

〒
１
５
６-

８
５
０
２

東
京
都
世
田
谷
区
桜
丘
１-

１-

１

電
話 : 

０
３-

５
４
７
７-

２
５
２
６ 

Ｆ
Ａ
Ｘ: 

０
３-

５
４
７
７-

２
５
４
６ 

本
文
中
で
＊
印
の
付
い
て
い
る
資
料
は
当
大
学
史
資
料
室
の
所
蔵
資
料
で
す
。 

『麦叢録』(＊)乾巻 表紙 

『麦叢録』(＊)乾巻 見返し 

『麦叢録附図』　 　品港出帆之図 其の一 

『麦叢録附図』　　 品港出帆之図 其の 二 




